
旧監獄法、感化法や国立感化院、方面委員（後の民生委員）制度の確立に尽力した
小河滋次郎による監獄論！小河滋次郎に関する優れた伝記的研究のある小野修三
（慶應義塾大学名誉教授）氏による解題付き。現代表記による改訂新版。

日本の司法福祉の源流をたずねて

近年、体感治安の悪化により、いわゆる刑罰の「厳罰化」を求める声も大きくなっている。少年法も適用年齢引き下げの議論が行われている。しかし、
一般刑法犯検挙人員中の再犯者の占める割合（再犯者率）は、年々高まり、平成２６年では４７.１％となっている。これは一度罪を犯すと立ち直るのが
難しいということを物語っている。社会に「居場所」と「出番」がなく、そうかといって福祉サービスを十分に受けられないために、犯罪を繰り返して
は刑事施設の中で生活する人も多い。日本の犯罪率と再犯率を下げるためにも司法福祉の充実が急務である。これからの日本の司法福祉はどうあるべ
きか。それについて考えるために、その源流を再確認することは重要である。先人たちの名著をひもとくことによって、現在の問題と、これから進むべ
き道がより深く見えてくるに違いない。 
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日本の司法福祉を作り上げてきた先人の名著を復刊！
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シリーズ「日本の司法福祉の源流をたずねて」刊行にあたって
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看守（刑務官）とは何か？どうあるべきか？
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［著者略歴］：小河 滋次郎（おがわ・しげじろう）
法学者。旧制東京専門学校（現・早稲田大学）法律学科、東京大学法学部別課法学科で学ぶ。法学博士。内務省警保局監獄課

に配属され、ドイツに留学し監獄状態を視察、万国監獄会議に出席。警視庁典獄となり、旧監獄法、感化法および方面委員（後

の民生委員）制度の確立に尽力。中国（清国）政府に招かれ、獄制改革を指導。国立感化院（現・国立武蔵野学院）の設立に携わり、

同院の院長事務取扱も務めた。（1864-1925）
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2016年5月上旬刊行!


